
将来が危惧された枝垂れ桜

　

樹
齢
３
０
０
年
と
も
言
わ
れ
る
大

虫
の
枝
垂
れ
桜
。
長
い
間
、
大
虫
に

春
の
訪
れ
を
告
げ
て
き
た
。
市
の
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
、
樹
高
約
６

ｍ
、
枝
幅
約　

ｍ
。
大
虫
は
寒
く
、

１０

市
内
の
他
の
場
所
よ
り
開
花
は
遅
い

が
、
春
に
は
美
し
い
花
を
咲
か
せ
、

こ
の
桜
を
見
る
た
め
に
大
虫
を
訪
れ

る
人
は
多
い
。
ま
た
、
住
民
は
こ

ぞ
っ
て
花
見
の
宴
を
催
し
た
と
い
う
。

　

し
か
し
、
一
時
立
ち
枯
れ
の
危
機

に
あ
っ
た
と
い
う
。
樹
齢
を
重
ね
た

幹
は
災
害
に
よ
る
傷
も
多
く
、
地
上

１
ｍ
く
ら
い
の
と
こ
ろ
の
幹
に
は
腐

食
に
よ
る
大
き
な
空
洞
が
で
き
た
。

さ
ら
に
そ
こ
か
ら
雨
が
浸
透
し
、
幹

が
腐
り
か
け
、
大
き
な
枝
を
支
え
る

力
も
な
く
な
っ
て
い
た
。
足
場
用
の

鉄
パ
イ
プ
を
使
っ
て
な
ん
と
か
持
ち

こ
た
え
て
い
た
が
、
そ
の
支
え
が
な

け
れ
ば
、
倒
木
の
危
険
す
ら
あ
っ
た

と
い
う
。

懸命な治療の末に
　

そ
れ
を
知
っ
た
「
津
田
・
四
和
ふ

れ
あ
い
ま
ち
づ
く
り
の
会
」
で
は
、

部
会
の
一
つ
で
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
文

化
部
会
」
の
取
り
組
み
と
し
て
、
そ

の
治
療
に
あ
た
っ
た
。
造
園
業
を
営

む
部
会
長
の
長
門
秀
文
さ
ん
を
中
心

に
活
動
。
平
成　

年
に
は
、
継
承
す

２０

る
苗
木
４
本
を
親
木
の
ま
わ
り
に
植

樹
。
平
成　

年
か
ら
樹
木
医
の
指
導

２１

の
も
と
、
治
療
に
取
り
組
ん
だ
。
そ

の
懸
命
な
治
療
の
か
い
あ
っ
て
桜
は

樹
勢
を
取
り
戻
し
た
。

　
「
老
木
が
懸
命
に
花
を
つ
け
て
い

る
姿
に
、
心
ひ
か
れ
る
の
で
す
」
そ

う
話
す
人
も
多
く
、
老
木
に
し
か
出

せ
な
い
風
格
を
漂
わ
せ
な
が
ら
、
今

年
も
ま
た
、
可
憐
な
花
を
咲
か
せ
た
。

さ
ら
に
後
継
の
桜
４
本
も
負
け
ず
に

し
っ
か
り
花
を
咲
か
せ
、
そ
の
姿
を

引
き
継
い
で
い
る
。

　

集
落
を
見
守
り
続
け
て
き
た
老
木

は
、
今
、
大
勢
の
人
に
見
守
ら
れ
、

新
た
な
歴
史
を
刻
み
始
め
て
い
る
。

大きな空洞が幹にでき、そこから幹が腐食。その将来が心配されていた。しかし、治療のかいあって、枝垂れ桜は
樹勢を取り戻し、今年も立派な花を咲かせた。４月８日撮影。

樹木医の指導のもと、「津田・四和
ふれあいまちづくりの会　ふれあい
文化部会」が取り組んだ枝垂れ桜の
治療で、奇跡の回復となった。
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再生
今に残る宝物を、次代につなげ―

を救え―桜大虫に静かに佇む、樹齢３００年とも言われる枝垂れ桜。

住民の心のよりどころであり、春には、 宴 を催してきた。
うたげ

しかし、老樹で幹には空洞ができ、将来が危惧。

「地元のシンボルを 蘇 らせたい」と、地域が立ちあがった―。

よみがえ

　津田地区と四和地区がお互いに支えあって活動していこうと、「津田・四和ふれあいまちづくりの会」が設立したのが平成１９年です。このとき、最初の事業として取り組んだのが、この大虫の枝垂れ桜の保全活動でした。　治療を施してからは、みるみるうちに元気になりました。しかし、取りかかるのがあと数年遅れていたら、どうなっていたか分かりません。　作業には、時間や手間が掛かりましたが、みんな手弁当で参加してくれました。そのことがコミュニティーにとって良かったと思っています。何より、この桜に自分が携わったという意識が生まれたことが、一番の成果ではないでしょうか。　今後のコミュニティー活動において手本となる活動ができたと思っていますし、今度も絶えず施肥や管理を通じて、見守っていきたいと思っています。　また、津田・四和地区には、十王堂や重なり岩など、歴史的にも貴重な地域の財産がたくさんあります。それらを磨いて地域の魅力を発信していきたいと思っています。

　桜の寿命は長く、損傷などがな

ければ何百年と成長を続けます。

しかし長い間、風雪に耐えてきた

せいか、幹に大きな空洞ができ、

そこから幹が腐食していました。

樹木医も加わり、必死の延命治療

の結果、ようやく持ち直しました。

　枯れ枝の処理や施肥はもちろん、

大きな処置は土壌改良でした。長

年にも渡って踏み固められた地面

を畑のような空気を含んだ土に変

えていきました。ロープを張り、

今後も根元付近に立ち入れないよ

うにしています。また、鉄パイプ

の支柱を、樹木を傷つけないやわ

らかい木製のものに交換しました。

　老木のため、油断はできません

が、これからの未来は明るいと思

います。
　雪の多い大虫で、３００年もの

間、これだけの姿を残し続けてて

いることは、すばらしいことだと

思います。わたしたちが携わって

いるのは、この桜にとって長い長

い一生のうちのほんの少しの期間

ですが、そのことをうれしく思っ

ています。何より自然の力、そし

て先人の想いに感謝をしています。

津田・四和ふれあい
まちづくりの会　会長

ふるた・まさき　　　
古田　正貴さん

津田・四和ふれあいまちづくりの会ふれあい文化部会　部会長　　ながと・ひでふみ　　　長門　秀文さん

　今は大虫を離れて住んでいますが、時々帰ってき
ては下刈りなど手入れをしています。小さい頃から当
たり前のようにそこにあったので、子どもの頃はそれ
ほど桜に関心はありませんでした。しかし、大人にな
るとやはり感慨深いものがあります。
　地域の皆さんにこうして大事にしていただいている
ことに本当に感謝しています。これからも、皆さんと
協力して大事にしていきたいと思います。

枝垂れ桜の所有者
おかもと・ただゆき　　

岡本　忠之さん
（河津原）

昭
和　

年
４
月
に
撮
影
さ
れ
た
枝

３４

垂
れ
桜
と
岡
本
さ
ん
一
家
。　

年
５５

前
も
、
今
と
変
わ
ら
な
い
幹
の
太

さ
が
う
か
が
え
る
。

写真＿１　静かな山里の大虫に佇む枝垂れ桜。樹
齢３００年とも言われ、昭和６２年２月、旧佐伯町当
時、町指定の天然記念物に指定（現在市指定）。
４月１４日撮影。　写真＿２　治療の結果、腐食し
た幹の中に、「カルス」と呼ばれる傷の癒傷組織が
できた。長門さんは「古木であっても、傷口に新
しい皮ができ、自分の体を守ろうとしているんです。
自然の力はすごいパワーを秘めています。だから
こそ、人を集めることができ、人を動かすことがで
きるんです」と話す。
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